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Workshop on Polarized Neutron Scattering was held at the Institute for Materials Research, Tohoku University, 

on October 21–22, 2024. We had over 60 participants each day, including researchers from major international 
neutron facilities such as ANSTO (Australia), CSNS (China), ILL (France), ISIS (UK), and ORNL (USA). The 
program featured 18 oral presentations across four themed sessions, along with 14 poster presentations. 
Discussions covered advanced polarized neutron techniques, developments in ³He spin filters, and their 
applications in materials science and fundamental physics. The workshop provided a valuable opportunity to 
strengthen international collaboration and promote the complementary use of J-PARC and JRR-3. The active 
participation of young researchers also highlighted the event’s role in fostering the next generation of scientists. 
 
1. 緒言（Introduction,） 
中性子散乱は、軽元素や電子スピンを含む原子の位置や運動に関する情報を取得ができるユニー

クな研究手法で、物質科学にとって不可欠な計測ツールである。さらに、スピン偏極中性子ビーム

を用いることで、電子の複合自由度が絡み合った複合相関から磁性成分を選択的に抽出できなど、

高度な研究が行える。エキゾチックな量子物質における複雑な磁気構造の決定や、キラル磁性秩序

物質のキラル項に関する情報の提供は最近注目されている研究の一例である。 
偏極中性子技術が、次世代の中性子科学を切り開く戦略アイテムとして、世界中の中性子研究施

設で開発が進められている状況において、東北大学金属材料研究所（金研）では、スピン交換光ポ

ンピング(SEOP)法に基づく偏極システム開発とその分光器への導入を継続的に行い、高エネルギー

中性子偏極非弾性散乱実験のための環境開発を進めている。また、日本原子力研究開発機構、高エ

ネルギー加速器研究機構、茨城大学などと協働で、SEOP システムを J-PARC 物質・生命科学実験施

設の中性子散乱装置に設置し、偏極中性子実験環境を利用者に供している。そこで、この機会に偏

極中性子研究を加速し、J-PARC と研究用原子炉 JRR-3 の相補的利用による新しい科学の方向性に

ついて、世界の専門家を招いて議論する国際ワークショップを開催することとした。 
 

2. 開催内容（Experimental procedure） 
ワークショップは、2024年 10月 21 日（月）、22 日（火）の二日間、東北大学金属材料研究所の講

堂にて開催した。プログラムは表 1、2 の通りである。施設と大学の研究者を結びつけ、偏極中性子

をより幅広い科学コミュニティに普及させることを念頭に、口頭発表セッションでは以下の 4 つの

トピックを取り上げ、合計 18件の発表枠を設けた。 
1. 施設とビームラインにおける偏極中性子利用 



2. ³He スピンフィルター・偏極デバイスの開発と活用 
3. 偏極中性子を用いた物性研究（実験・理論） 
4. 広範な科学テーマにおける先端利用 
一方、ポスター発表は、希望者が申請する形式とし、合計 14件の発表があった。講演は対面形式

で実施し、現地参加のみとしたが、両日ともに 60名以上の参加があり、活発な議論が交わされまし

た。また、海外からは、ANSTO（オーストラリア）、CSNS（中国）、ILL（フランス）、ISIS（イギリ

ス）、ORNL（アメリカ）などの主要研究機関から参加があり、貴重な国際交流の場となった。 
 

 
表 1 ワークショップのプログラム。 

 

 
表 2 ポスター発表のリスト 

 
3. 成果（Results） 
本ワークショップでは、日本および海外における偏極中性子に関する最新の研究成果や技術開発が

集中的に共有され、参加者間の活発な意見交換が行われた。日本からは、³He スピンフィルターの開

発や国内施設における利用の現状が紹介された。特に J-PARC では³He スピンフィルターの in-situ 偏

極化技術の高度化や、極低温・高圧磁場下での散乱測定を可能とする装置整備が進展していることを

踏まえ、J-PARC と JRR-3 という二つの主要施設間での相補的な研究の可能性についての議論が深ま

った。また、エネルギー材料や量子物質、スピントロニクス材料などを対象に、構造解析・スピンダ

イナミクスの解明を目指した最新の実験成果や技術開発が報告された。一方、海外での偏極中性子利

用については、イギリス ISIS における広角偏極解析の取り組みとして、3Heガスを用いたスピンフィ



ルターの応用により、電池材料や液体、ソフトマターにおける拡散挙動の解析が行われていることが

紹介された。またオーストラリア ANSTO では、ソフトマターやキラル磁性体の研究を目的とした新

たな磁場環境下での偏極測定法の開発が進んでいることが示された。 
より具体的な研究内容として、CuFeO₂や CuO などのマルチフェロイクスにおける高圧下の偏極回

折実験や、磁気ペア分布関数（mPDF）による短距離磁気相関の解析やスピンセーベック効果を担う

マグノンの振る舞いを中性子散乱によって検証した研究の成果が発表された。また、Tb3Fe5O12 など

のスピンセーベックシグナルが特異な温度・磁場依存性を示す磁性ガーネットに対する理論的検討も

発表され、参加者との間で深い議論が起こった。 
さらに、エピサーマル中性子を用いた対称性破れ（T-非保存）探索のための³He スピンフィルター

や偏極標的の開発、カナダ TRIUMF における超冷中性子の電気双極子モーメント測定のためのスピ

ン解析器開発など、基礎物理学への応用にも踏み込んだ内容がみられた。加えて、時間反転対称性の

破れを探る NOPTREX 実験に向けた標的や偏極ビームの開発も進展しており、基礎物理への貢献も

進んでいることが共有された。これらの講演を通じて、偏極中性子技術は材料科学から素粒子物理ま

で、幅広い分野における強力なプローブとしての存在感を増しており、今後も国際的連携のもとでさ

らなる発展が期待されることが示された。ポスター発表も含めて、偏極中性子科学の今後の発展に向

けた展望が共有された場となっただけでなく、本ワークショップには大学院生を含む若手研究者の積

極的な参加が目立ち、次世代研究者の育成という観点からも意義深い交流の場となった。 
 

図 3 ワークショップでの講演の様子と参加者の集合写真 
 

4. まとめ（Conclusion） 
コロナ禍明けに日本で初めて開催された偏極中性子に関する国際ワークショップでは、国内外の研

究者が集まり、最新の技術や研究成果を共有する貴重な機会となった。偏極中性子技術の多分野への

応用や、国際的な発展の可能性が改めて確認された。また、本ワークショップを通じて、研究施設と

大学に所属する研究者同士の連携も一層深まった。参加者からは開催に対して高い評価が寄せられ、

次回開催を望む声も多く聞かれた。若手研究者の積極的な参加も見られ、今後の研究の発展につなが

る内容となった。 
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